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財団法人 沖縄こども未来ゾーン運営財団
財団法人 日本科学技術振興財団

株式会社 沖縄ＴＬＯ

提案理提案理由由((背景背景))

沖縄県科学技術振興指針(2005年～)

科学技術教育の充実と科学技術人材の育成

提案理提案理由由((現状①現状①))

 宮古総合実業高校：2004年にストックホルム国際水協会の「水の
ノ ベル賞」と言われる「ストックホルム青少年水大賞」を日本代

①①

ノーベル賞」と言われる「ストックホルム青少年水大賞」を日本代
表の同校が受賞。

 八重山高校：2005年国立天文台VERA石垣局がある石垣島から 八重山高校：2005年国立天文台VERA石垣局がある石垣島から
京都大学理学部に現役合格し､県内離島初快挙。

 沖縄高専：｢アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト 沖縄高専：｢アイデア対決 全国高等専門学校ロボットコンテスト
2008全国大会｣で開校５年目にして優勝。

 長嶺中学校：「ソーラーカーレース鈴鹿2008」に中学生チームとし長嶺中学校 ソ ラ カ レ ス鈴鹿 」に中学生チ ムとし
て初出場し、特別賞を受賞。2011年には、琉球大学、工業高校と
連携して、オーストラリアラリーに参戦予定。

 全国学力・学習状況調査：2年連続最下位。

 基礎学力を測る全国統一テストでは低い結果が出ているが科学
技術の分野においては、「探求心」と「想像（創造）力」を発揮し、
全国及び世界的にも実績を上げている。

提案理提案理由由((現状②現状②))

 SSH：開邦高校が2002年から実施。SPPの採択実績無し。

②②

 学校の教育情報インフラ：行政の積極的なIT設備の整備により、
学校のインターネット接続やパソコン設置は全国でも上位。

整 庭情 各 庭 ブ ドバ ド普 未整備の家庭情報インフラ：各家庭のブロードバンド普及率は、
39.8％（全国平均56.9％）。特に本島北部&離島地域が課題。

ITデバイドによる弊害 小中高校の児童生徒は家庭レベルでのイ ITデバイドによる弊害：小中高校の児童生徒は家庭レベルでのイ
ンターネットを利用した知識の獲得が困難。 最新の科学技術に
触れ 興味を持つ機会自体が希薄触れ、興味を持つ機会自体が希薄。

 教育活用実態：科学技術に関する実験やワークショップ等は、限
定的な活用。定的な活用。

 科学力向上の取組：学校での授業や県内の各施設を積極的に利
活用して、児童生徒の主体性や知識欲を発揚しつつ、科学技術
に対する興味を誘発させるための取り組みが必要。
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提案理提案理由由((現状③現状③))

 ＮＡＳＡの情報提供 宮古でデータ受信雲や潮流（06/13/09）

③③

情報提供 宮古 デ タ受信雲 潮流（ ）

http://ryukyushimpo.jp/news/storyid-145883-storytopic-1.html

 県産ウコン、宇宙へ きぼうで８月に生育実験（06/12/09）
htt // k hi j / / t id 145842 t t i 4 ht lhttp://ryukyushimpo.jp/news/storyid-145842-storytopic-4.html

成 年度「産学官連携拠点 係 「 核産学官連携拠 平成21年度「産学官連携拠点」 に係る「地域中核産学官連携拠
点」提案公募に採択。 （06/12/09）沖縄県、工業連合会、
OKINAWA型産業振興プロジ クト 琉球大学 の4者提案によるOKINAWA型産業振興プロジェクト、琉球大学 の4者提案による

「沖縄健康バイオ産業振興発展に向けた産学官連携拠点」

本事業の連携体制図本事業の連携体制図
＜事業に対する基本的な考え方＞

沖縄における科学力向上に資する取り組み
科学する力の養成と人材育成科学する力の養成と人材育成

地域密着型の探求心創造プログラム

３機関の特徴と本事業の役割３機関の特徴と本事業の役割

＜(財)沖縄こども未来ゾーン運営財団＞（管理法人、情報発信等）

・豊かな自然に囲まれた環境の中に位置し、子ども達の知的好奇心を満たすワン

機機

ダーミュージアム、生き物に出会える動物園やバードウォッチングゾーンなど科学
全般の舞台となるフィールドを兼ね備える。

・管理法人として、委員会を運営管理し、企画運営部会（ワーキンググループ）を設管理法人 して、委員会を運営管理し、企画運営部会（ワ キンググル ）を設
置し、プログラム開発及び本事業の報告取り纏めを実施。

＜(財)日本科学技術振興財団＞（サイエンスショー、展示プログラム等）

日本最大級の科学イベントである「青少年のための科学の祭典 科学展示の開・日本最大級の科学イベントである「青少年のための科学の祭典」、科学展示の開
発・制作をはじめ各種の科学イベントを実績を有する。

・サイエンスショー、科学展示装置を活用したプログラム、科学ワークショップやセミ
ナー等を実施し、利活用拠点施設及び対象者に併せて科学力向上のコンテンツ開
発を実施。

＜(株)沖縄ＴＬＯ＞（全体コーディネート リーダー・指導者育成プログラム等）＜(株)沖縄ＴＬＯ＞（全体コ ディネ ト、リ ダ 指導者育成プログラム等）

・産学官連携の組織として、県内大学および沖縄高専等と連携し、科学イベントや
小中高等学校に産業界の技術者等を講師として出前講座などの実績を有する。

科学技術への理解と普及及び啓発活動が長期的に持続推進するため 施設職・科学技術への理解と普及及び啓発活動が長期的に持続推進するため、施設職
員、地元大学生、現役・ＯＢの理科教員を中心に、指導者の発掘及び育成を実施。
現役教員には、教員免許更新制を活用して、ワークショップ型の講義指導を実施。

本事業の全体フロー図本事業の全体フロー図

子供科学力養成塾事業（提案共同体）子供科学力養成塾事業（提案共同体）

コ ディネ タ（統括） サブコ ディネ タ（サポ ト）コーディネータ（統括）、サブコーディネータ（サポート）
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想定する開発プログラム分野①想定する開発プログラム分野① 全体全体

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

①サイエンスショープログラム①サイエンスショ プログラム

②科学展示装置を用いたプログラム

③科学体験ワークショップ（実験教室・ものづくり
教室など）教室など）

④科学セミナーの実施

⑤サイエンスコミュニケーターの発掘・育成

情報通信分野
環境分野 フロンティア分野

想定する学術カテゴリー分野想定する学術カテゴリー分野

対象者 理解度 物理学 化学 生物学 農学 工学

（ものづ
工学
（情報

地球科
学

天文学 海洋学

情報通信分野
生命科学分野

くり） 工学）
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本事業の今後の連携展開図本事業の今後の連携展開図
＜期待される効果＞

・地域における科学技術力の向上 ・科学技術コーディネータの人材育成
・科学技術に関する情報の発信・共有・活用 ・県内外の産学官民連携による連携体制構築

展展

・科学技術人財の裾野拡大による産業の振興・発展 ・教員免許更新制活用による県内指導者の育成

琉球大学、沖縄高専、公

(株)リバネス

全国の科学館・
博物館ネット

ワーク

設試、企業等

「出前実験教室」、「出前
講座」の開催、

リーダー・指導者育成

(財)沖縄県公衆
衛生協会

宇宙教育プロ
ジェクト

連携
「青少年のため
の科学の祭典」

沖縄開催

ワ ク

運営

（NPO）海の自然
史研究所

海洋体験型科学
教育プログラム

社会人講師活用
教育プロジェクト

「米村でんじろう」
科学第大実験
プログラム

教育プログラム

地域の科学技術力の向上及び科学技術を活用したイノベーション型産業を担う人財の育成

資料４




